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双曲型偏微分方程式は，初期値問題，初期値境界問
題の適切性に有効であることが知られている．近年Ein-
stein方程式をさまざまな双曲型に書き直すことが精力
的に研究されている [1]．重力波検出のためEinstein方
程式を数値的に解く必要性が特に高まっており，双曲型
Einstein方程式が実際に数値解析上で利点があれば利用
すべきであると考える。当研究の目的はEinstein方程式
に関しての次の3点である。
(1) hyperbolic reduction
(2) 初期値問題，初期境界値問題のwell-posedness
(3) 数値相対論の stability
これらが難しい理由は，準線型連立であることはもちろ
ん，時間軸の未決定（ゲージの自由度）にもある。
前回の発表では，主にEinstein方程式の hyperbolic re-

ductionについて述べた。[3, 4] 今回はこの双曲型Ein-
stein方程式をもとにした，数値的に安定なシステムを
提案，検討する。[5, 6, 7] 特に，

� 発展方程式を双曲型に書き直すことによる効果 [6]，

� 双曲型を保ちながら拘束条件に相当する量を dynam-
icalに発展させていく方程式系 (�-system) [8, 5]

� 運動方程式に拘束条件を付加し，拘束条件の発展
固有値を負にすることで安定を得る方程式系 (ad-
justed system) [7]

についての成果を発表する。
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